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１１月２４日（木）、高梁市立川上中学校とZoomを活用した第１回学校間交流を行いま

した。川上中学校は高梁市川上町にある全校生徒数３７名の中学校で、中学校区には１こ

ども園（川上こども園）・１小学校（川上小学校）・１中学校（川上中学校）があります。

川上中学校と三石中学校は学校規模や教育環境が非常に似ており、同じような課題をもっ

ています。そこで、今回の学校間交流がスタートしました。今回の学校間交流に先立ち、

１１月１５日（火）の放課後、両校の生徒会執行部が交流を行いました。初めは緊張の様

子でしたが、自己紹介や学校紹介等をするうちに少しずつ緊張もほぐれ、「学区内にコン

ビニがないことも一緒だね」、「私の学校も生徒と先生の距離が短く、友達みたいです」等、

多くの共通点を確認することができました。生徒会執行部同士の事前交流で第１回学校間

交流での協議事項（協議テーマ）を考えました。

① 好きな教科について【←事前に考えておくテーマ】

② マイブームについて【←事前に考えておくテーマ】

③ 死ぬまでに絶対に行いたいこと【←当日伝えるｼｰｸﾚｯﾄ･ﾃｰﾏ】

交流当日、２校時目に１年生、３校時目に２年生、４校時目に３年生の交流を行いまし

た。１人１台タブレット端末とヘッドセットを用意し、Zoomに入室しました。三石中の学

年主任の先生から交流の目的や意義の説明があり、その後は、ブレイクアウトルーム機能

を使い４グループを作成し、交流がスタートしました。それぞれのグループには先生が１

名加わり、その先生がファシリテーター（グループをゴールに導く進行役）を務めました

（回数を重ねることでこの進行役も生徒ができるようにしたいと考えています）。

交流後の生徒の振り返りからは、「川上中は積極的に話すことができていて凄いと思っ

た」、「お互い小規模校のため人と関わる機会が少ないので、とても良い経験になった」、「最

初は緊張していたけど、途中からは積極的に話すことができた」、「先生のフォローがなか

ったら、話せてなかったかも…」、「実際に会ってリアルの交流もしてみたい」等の感想が

見られ、有意義な時間を共通することができました。第２回が楽しみになりましたね。


